
　

　高速道路での正面衝突事故の緊急対策として、仁賀保IC～岩城IC間において、今年6月に工事着手し
た「ワイヤーロープ式防護柵」の設置工事が完了しました。（設置延長約１７．６Km）
　ワイヤーロープ式防護柵は、従来のラバーポールに代えて、橋梁及びトンネル区間を除く土工区間に
設置したものです。併せて路面の傷んだ区間や構造物前後の段差を解消するための路面補修を実施しま
した。

訪日外国人、すべての利用者にわかりやすい道案内を行うための「高速道路ナンバリング」の整備が完
了しました。
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→舗装面にカマボ
コ状の凹型を配置
し、その上を通過
する車両に対し不
快な振動や音を発
生させ注意喚起し
ます。

秋田河川国道事務所管内では、日本海東北道、
秋田自動車道（河辺～小坂）へ案内する国道
の案内標識は路線名の前に「Ｅ７」（いーな
な）、秋田自動車道（河辺～北上）への案内
は「Ｅ４６」（いーよんじゅうろく）の標記
となります。
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残る金浦ＩＣ～仁賀保ＩＣ間の整備については、来年度以降の整備予定です。
6月～7月、9月の約3か月間に亘る夜間通行止めにより、道路利用者の皆様には大変ご不便を
おかけしました。ご協力ありがとうございました。

中央にワイヤーロープを設置し、より安全に


